
開 催 日 時

自治協議会名

司会者 　近森正利 報告者 　福岡正康

参 加 人 数 23

　伊賀市議会議長　様

　・空き家が１５年前から放置され、小動物が入り込んだり、屋根が抜け落ちたりして危険な状態。

　・道路が完成すれば、環境も改善し、中心市街地の活性化が出来る。

○生活排水処理の推進

　　　　議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

平成 ２８年　２月 ２３日

　伊賀市上野南部地区住民自治協議会

名

　・伊賀鉄道の乗車賃が高くなり、名張市からの通学生が減少しているので、改善が必要。

　・恵比寿神社を移転しその後、事業が後回しばかりで、途中で中断し進んでいない。

○都市計画道路の推進

　・道が狭く、消防・救急車両が侵入出来ない。

　・合併処理浄化槽の設置が進んでいる地区もあり、公共下水処理場の推進は困難。

　・往古川の数値が悪いので、処理をして綺麗な水を流す必要がある。

報　　告　　書
　平成２８年１月３０日（土）　１０時００分～１２時００分

　近森正利、福岡正康、岩田佐俊、中岡久徳　

開 催 場 所 　上野南部地区市民センター

班長　　近森　正利　　

　・現図書館場所に芭蕉翁記念館は、隅に追いやるように感じる。もっと前面に出すべき。

　・中心市街地全体を含めて、まちづくりを考えてもらいたい。

　・図書館は、他市からも訪れるような新しい運営スタイルを希望。

　・青山地区のような、市町村型浄化槽は出来ないのか。

　　　　　平成２７年度議会報告会５班

　・観光と市民サービスを満たすものが大半の意見。

○庁舎跡地の利活用と中心市街地活性化について

○その他

出 席 議 員
記録者 　近森正利

【主な意見・提言等】

　・久米川を綺麗にして、多くの人に地域に住んで頂きたい。

　・公共下水処理場の費用負担の試算を住民に提示し、理解を求める必要がある。


